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11月30日～12月30日～12月1日、現代が直面する課題と未来の人類社会のあり方について話し合う「東京フォー
ラム 2023 Shaping the Future」が開催されました。5回目となる今年のテーマは、社会的分断とデジ
タル革命の時代における人間性の再興。国内外から30人以上の識者と学生が安田講堂とオンライン
空間に集い、議論を展開しました。全部で10を数えたプログラムから、2日目の学長セッション「デ
ジタル革命の時代における大学の役割」で展開されたディスカッションの模様を抄録で紹介します。

社会的分断とデジタル革命の時代に
おける人間性の再興

AIを使いこなすための能力とは

藤井　学長セッションのテーマは、デジ
タルトランスフォーメーション（DX）
の時代における大学の役割です。DXは

我々の日常生活においても拡大、進展を
続けています。また、AIおよびデータ

主導型のアプローチが、最近では科学研
究の世界にも入り込んできています。こ
ういった状況を踏まえ、教育、研究、そ
して全般的な大学の役割について4名の
総長・学長に伺います。
ユ　AI（人工知能）に関連して、三つ
の能力が学生に不可欠になってきている
と思います。一つ目は、いかにAIを使
いこなすかという能力。二つ目は、効果
的な質問をする能力です。質問の仕方に
よって、AIが生成する回答は違ってき
ます。つまりプロンプト・エンジニアリ
ングと呼ばれる能力を身につけることが
できれば、AIとのコミュニケーション

が上手く取れることになり、AIをコラ

ボレーションのツールとして使えるよう
になります。三つ目は、さまざまな領域
の知識を文脈的に理解し、それを問題解
決のために使う能力です。ただ単に事実
を収集し、情報を収集し、それを記憶す
るといった能力というのは以前ほど重要

ではなくなってきています。情報が必要
であればAIが提供してくれるからです。
その情報を知恵に変えていくための力が
重要です。我々の大学でもAIを一般教
養のカリキュラムに組み込んでいます。

髙橋　日本の高等教育における課題の一
つがジェンダーギャップです。AIを考
える際、それを忘れてはいけません。学
部での女子学生比率は男子学生よりもい
まだに10ポイント低いという状態です。
院生になると、さらにその格差は拡がり、
講師、准教授、教授とどんどんギャップ
が大きくなります。これが日本の大学に
おける現状です。学長では女性は13.9%、
男性が86.1%。この状況を変えなければ
なりません。若い世代はこの状況を見て
います。このジェンダーギャップが、日
本の社会、学問、学術界において最も切
迫した問題だと思います。ジェンダーの
役割や無意識のバイアスはデータの中に
潜んでいるので、AIが導入されること
でこういった傾向がさらに増強するので
はないかと懸念しています。
マルワラ　AIリテラシーはとても重要
だと考えていますが、同時に学際的なア
プローチを教育に導入する必要があると

思います。化学、工学を専攻している人
たちは人文社会科学の科目も履修する。
その逆もまたしかり、ということが必要
です。そして事実を確認する能力がとて
も重要です。ChatGPTでテストをして

みましたが、簡単に確認できるような事
実に関しても、私が知っている人につい
ての質問についても不正確な答えが返っ
てきました。この不正確な情報に対応す
るために、どうすべきか。事実を検証す
るスキルを教えなければなりません。AI

リテラシーに加えてデータリテラシーも
教えなければなりません。

キム　梨花女子大学校でのAIに関する
取り組みを紹介します。 2014年に学際
的な専攻を作りました。ビッグデータア
ナリティクスという修士、博士号のコー
スです。ビッグデータを理解して、爆発
的に増えるデータをいろいろな分野で活
用していこうと考えました。また、デー
タサイエンスの学部を作りました。そし
て今年、AI学部も設立しました。アル
ゴリズムを作る人から始まり、誰もが
AIのユーザーになっていくので、この
ように全ての科、一つの学部だけでは不
十分だということで学部まで作ったわけ

社会の変化についていく

Shaping the Future

藤井輝夫 髙橋 裕子

ユ・ホンリム
チリツィ・マルワラ

キム・ウンミ
東京大学 総長 津田塾大学 学長

ソウル大学校 総長
国連大学 学長

梨花女子大学校 総長
（モデレーター）

ジェンダーバイアス増強の懸念
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です。AIは様々な多岐にわたる影響が
あるので、一つの学部だけでは不十分だ
ということです。社会で起きていること
に、我々はなんとか追いつこうとしてい
ます。今、新しいテクノロジーが学外で
出てきています。その一歩先を行くこと
はできないとしても、少なくとも遅れな
いようについていこうと努力しています。  

ユ　AIのテクノロジーによって格差が
生まれる可能性があります。特に地域、
あるいは性別などによる格差や分断の可
能性です。AIの技術は、学習データに
規定される、集約されるという性質があ
るからです。データに含まれているバイ
アス、つまり白人あるいは男性というの
が顔認識においてもよく使われています。
ChatGPTなどに関しても主に英語圏の
データを使って学習しているということ
です。誤った情報がリークされたり、著
作権が侵害されたりといったリスクもあ
ります。複数のテクノロジーや規制と組
み合わせて対応していく必要があると思
います。そして、より複雑な問題も発生
してきています。例えば、違法なコンテ
ンツの作成、特にDeepfakeなどです。
個人レベルでそういったコンテンツを生
成して共有するということが簡単にでき
るようになってきています。このような
中で、情報の真正性を確認する能力とい
うものが不可欠になってきています。AI

倫理の教育も重要です。ソウル大学校で
は2019年にAI研究所を設立しました。
そして研究所の中に、さらにセンターを
設置し、学際的、法的、社会的な問題に

関する研究を行っています。
髙橋　大学院への進学率の低さも指摘し
たいと思います。女性も男性もです。
2018年、日本では人口100万人あたり
550人くらいしか修士号を取得していま
せん。博士号では100万人あたり120人
です。我々は大学院に進学するように学
生を後押ししていかなければなりません。
日本の企業、自治体、国も修士号や博士
号の価値をもっと評価していかなければ
なりません。ＤXの時代において、より
広範な知識を持つことが求められていま
す。より批判的に考える能力も必要です。
また真実を見極める能力も求められます。
DXに対応していくためには、より高位
の学位を持つ人たちの数を社会の中で増
やしていくことが必須だと考えています。

マルワラ　大切なのは、大学と産業界の
連携を強めることです。AIの専門家が
大学を離れて、いわゆるビッグテックと
呼ばれる北米の大企業に移動しています。
民間部門の方が教育機関よりも給料が高
いからかというと、必ずしもそうではあ
りません。大学と産業界との関係をさら
に強化しなければいけないということで
す。これは科学や技術の学部だけの話で
はありません。産業界が必要としている
スキルは、テクニカルなものだけではな
いからです。また、インターネットで見
つけられるデータベースの50%は英語
であるとも言われます。日本語は4%に

過ぎません。これも大規模言語モデルの

学習に影響を与えるわけで、こういった
格差をどのように見ていくのかというこ
とを考えなくてはいけません。

キム　大学は社会の中で、意味のある重
要な機関になっていかなければなりませ
ん。社会とコミュニケーションを図り、
共同で研究をしていく。私たちの大学の
周りに壁があるのですが、それを取り払
ってボーダーレスな大学を作ろうとして
います。物理的な構造も変え、新しい大
学の使命に合うような形にしていきます。
それから、大学はグローバルな社会的責
任を負っています。奨学金制度を設置し
てグローバルサウスとの連携も深めてい
きます。  

藤井　本当に興味深く、そして重要な点
が数多く指摘されました。必要なのは新
しい教育プログラムで、これを大学教育
の中に取り込んでいかねばならないとい
うことです。そして、ジェンダーギャッ
プ。様々なテクノロジーへの平等なアク
セス。どうやって社会的な規範をシステ
ムの中に取り込んでいくのか。倫理的、
法的、社会的な課題に関して、それを行
っていくということがとても重要だとい
う指摘がありました。そして、不可欠な
のが社会との協働です。そういった中で
グローバルな責任を果たしていくという
ことが我々大学に求められています。

初日には、藤井輝夫総長①と韓国SKグループのチェ・テウォ
ン会長②による開会挨拶に続き、チュラロンコン大学のスリチ
ャイ・ワンゲオ名誉教授③、カリフォルニア大学バークレー校
のアリソン・ゴプニック卓越教授④、藤原帰一名誉教授⑤の3

人が基調講演。続いてプレナリートークセッション⑥、ビジネ
スリーダーセッション「日本と韓国の連携によるグローバル経
済の新地平ー起業家マインドを共にはぐくむー」⑦を行いまし
た。2日目には「ロボットが投げかける問い ー 人間性とは何
か？」⑧、ユースセッション「現役東大生×韓国の学生」⑨、
学長セッション、そして「社会的分断への架橋：グローバルコ
モンズ保全と人間性の再興」に続いて、総括セッション「未来
を俯瞰する：社会的分断とデジタルトランスフォーメーション
の中で」⑩を実施。最後に藤井総長と崔鍾賢学
術院のパク・イングク院長⑪が閉会挨拶を述べ
ました。総合司会はNHKアナウンサーの山本美希
さんが担当しました。

①

⑥

⑧

⑦

⑨

⑩

④② ⑤③ ⑫

アーカイブ動画はこちら→

⑪

産業界との連携がカギ

⑩

大学は社会的責任を負う
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菅野　私は40年ほど銀行と資産運用会
社で働いてきました。新しい大学経営モ
デルづくりを手伝うよう請われ、今年度
財務経営CFO※に就任しました。
山岸　慶應のベンチャーキャピタルを経
営していましたが、大学のスタートアッ
プ支援について伊藤公平塾長と話した際
に財務担当理事も務めるよう言われまし
て、いまは両方の仕事を進めています。
中空　ずっと金融畑でリサーチに携わり、
ESGストラテジストを務めてきました。
経済財政諮問会議の一員として、今後の
日本を考えるにあたっては間違いなく大
学の競争力強化が必要だと考えています。
藤井　2021年4月に就任してまとめた活
動指針「UTokyo Compass」で、大学が
自律的に活動するための新しい経営モデ
ルが必要だと書きました。今日は皆さん
の貴重な意見を伺いたいと思います。
菅野　なぜ新しい経営モデルが必要なの
か。国立大学をめぐる昨今の環境の変化
があります。法人化以降、運営費交付金
が減ってきました。これにより大学経営
への圧力、資金調達の多様化の必要性が
増しています。また、日本の大学の研究
力低下が叫ばれます。大学ランキングで
日本の大学が十傑に入らず、これが国力

の低下につながったとも言われます。さ
らに、18歳人口の減少で大学経営が厳
しくなるのは確実と見られます。大学の
財務環境が厳しい中、持続可能な大学経
営に向けて何が重要になるでしょうか。
中空　大学が競争力を強めるよう腐心す
ることが必要です。そのためには大学の
強みを理解しないといけません。少子化
で定員割れが増えるなら、海外からの留
学生を増やすのか。国は満遍なくお金を
配るのか、いい施策を提案する大学を選
んで配るのか。お金がつかない分野の重
要性をどう定義するのか。大学はどこか
ら資金調達するのか。国内だけの競争力
でいいのか。世界と伍すためにどう工夫
するのか。今後の人口減にどう対応する
のか。いくつもの問いかけが必要です。

山岸　私の認識では、慶應には三つの問
題があります。一つは課題の定義ができ
ていないこと。多様な構成員を擁する大
学で、何を課題とするかは人によります。
大学ランキングの低下を問題とする人が
いる一方で、気にならないと思う人もい
ます。塾員（卒業生）の影響力も大きい。
どこに向かうべきかのグランドデザイン
を執行部で議論しているところです。組
織のケイパビリティが低いのも問題です。

新しい大学経営モデルが必要

UTokyo Day 2023
特別座談会より

従来の「株主総会」から発展したイベント「UTokyo Day」。
第２回となる今回は、「新しい大学モデルの実現に向けたト
ランスフォーメーション」をテーマとして、11月22日にオンラ
インで開催されました。本学の総長と財務経営 CFOが、
経済財政諮問会議の議員を務める証券アナリスト、福澤諭
吉の理念を受け継ぐ私学の財務担当理事のお二人をゲスト
にお迎えし、これからの大学経営について率直に話し合っ
た座談会の模様を、ダイジェストして紹介します。

たとえば上場企業と比べて本部機能が非
常に弱いと思います。近年、大学に求め
られるものが変わってきています。社会
が慶應に求めることに応えるには、スタ
ッフの強化がどうしても必要です。もう
一つは資金の問題。校舎を建て替えるだ
けでもギリギリです。リーマンショック
で弱った体力の改善途上の段階です。
藤井　国立大学法人化から20年。その
理念は、誰もがアクセスできる高等教育
の提供を維持した上で、経営の自由度を
高めて各大学が描く姿に向けて努力しよ
うというものだったと思います。その後、
二つの難問が生じました。一つは運営費
交付金の削減。もう一つは、公務員の総
人件費毎年約1％減の方針が国立大学に
も及んだことです。自律的な活動を自ら
切り開こうとする大学にとってこれがネ
ックでした。中空さんの問いに応じるな
ら、東大は当然に世界と伍していくわけ
であり、グローバル化もD&Iも進めな
いといけません。また、国の支援だけに
頼るのでなく、学外の皆さんからの支援
を集めて財務経営をする必要があり、そ
のための体制を整えているところです。
山岸　福澤諭吉は「躬行実践、以て全社
会の先導者たらんことを欲するものな
り」という言葉を残しました。慶應は率
先して変わらなければいけません。その
ためのコンセンサスをどうつくるか。教
員だけでは難しいので、塾長室にコンサ
ルなどのプロを入れて議論し、決断する

課題の定義がないのが課題

UTokyo Day 2023 プログラム
挨拶：新しい大学モデルの実現を目指して 藤井輝夫 

総長対話：対話の重要性、異なる立場への想像力 藤井輝夫、アントレプレナーシップ教育デザイン寄附
講座受講生、村田幸優（工学系研究科）

特別座談会：持続可能な大学経営モデル 中空麻奈、山岸広太郎、藤井輝夫、菅野暁

※最高財務責任者（Chief Financial O�cer）

持続可能な新しい
大学経営モデルとは？

慶應義塾
常任理事

中空麻奈様

藤井輝夫 菅野 暁

山岸広太郎様

BNP Paribas証券BNP Paribas証券
グローバルマーケットグローバルマーケット
統括本部副会長統括本部副会長

総長 執行役
（財務経営CFO）
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ための作業を進めています。変えるため
の原資はどうするのか。欧米の大学の学
費の高さの背景には、教育の質を高める
なら学費でという考えがあると思います。
しかし、国内に目を向けると、国立大学
の学費が低すぎるのが問題です。普通の
家庭は学費が低いほうを選ぶことになり
ます。国立大学の授業料を上げてほしい
ところです。外部資金について言えば、
慶應では年60億～100億円の寄付金があ
りますが、ファンドレイジングの体制で
いうと東大の1/10以下。そこを拡充さ
せるスキーム作りに取り組んでいます。

藤井　持続可能な大学モデルとしては、
補助金型からエンダウメント型に財務の
あり方を切り替えることが必要だと考え
ています。新しい事業を始める際、国か
ら補助金を獲得するものの、段々とその
金額が減らされて数年後には無くなるの
が従来の形でした。一方、エンダウメン
ト型では、寄付金や自己資金を積み上げ、
その運用益を活用します。これにより、

大学財務をエンダウメント型へ

東大の統合報告書は今回で6作目。目指す新し

い大学モデルの構築に向け

た重点投資計画を紹介して

います。 ※UTokyo Day当

日の録画も閲覧できます。

　座談会に先立って行われた総長と学生の対話
セッションには、包括連携に基づく単位互換制
度で参加したお茶の水女子大学の学生を含む、
アントレプレナーシップ教育デザイン寄附講座
の修了生8名が登壇しました。いずれも、工学
部・榎原茉央さんの熱いアフリカ愛に呼応して
ケニアのスタディツアーに参加した皆さんです。
　お茶大の岡本克美さんは、この講座を受けな
かったら欧州に行っていたはずだが仲間に刺激
されて未知のケニアに行くことを決めたと振り
返り、同じくお茶大の千坂日路さんは、講座後
の「壁打ち」の場で歳の近いブリッジングチュ
ーターと遅くまで語り合えたことが非常に刺激

的だったと語りました。工学部・山下彩夏さん
は、お茶大の学生が異なる視点を持ち込んでく
れたことで対話が深まり、全体が活性化したと
指摘。工学部のプラート・アルヴィンさんは、
今回のようなツアーを体験活動プログラムに組
み込んで東大→アフリカの経路を発展させたい
と展望を語りました。
　実はこの講座に何度も参加したことがあると
いう藤井総長は、学生との対話を通して、実際
に現場に出かけて現地の人と話し、そこで感じ
たことを仲間と共有する意義を確認。今後も学
生が自身の興味や好きなことを追求する機会が
持てるよう支援したいと締めくくりました。

継続的に事業を進められ、大学が重要だ
と考える分野の支援も可能になり、外部
資金獲得が難しい分野を大学の判断で継
続的に支えることができます。そのため
には資金循環をしっかり構築しないとい
けません。大学が研究・教育の活動を学
外に伝え、学知の社会的価値を知ってい
ただき、次の支援につなげる。その支援
により財務基盤を強化し、さらに次の活
動につなげる、というサイクルを回した
い。そうした思いもあり、今年の8月か
ら菅野CFOに着任いただいています。
菅野　たとえばスタンフォード大学は基
金が4兆円、運用益が年2000億円あると
いわれます。主体的な大学運営のために
は自ら基金を運用することが必要でしょ
う。そこは私の任務だと思っています。
中空　日本の教育が何を重視するのかが
ポイントです。従来の教育は、すべての
子のレベルUPを目指しましたが、それ
はある程度できたと思います。ここから
は競争が重要です。そのなかで、これは
国のお金でやる・やらないの区別が生じ
ます。外の目にさらすディスクロージャ

ーが必要です。統合報告書やサステナビ
リティ・レポートなどの取り組みを続け
れば自ずと形はできてくるはずです。
次々に問題が出てきますが、お二人の話
を聞いて、大いに期待しています。
藤井　人口減少が進むなかで高等教育を
今後どうしていくべきでしょうか。
山岸　慶應では、理系はもともとグロー
バルで、留学生も多く、競争志向の人が
多い。文系の場合は日本語に興味がある
留学生がほとんど。グローバルへのスタ
ンスは人それぞれです。執行部の一人と
しては、留学生とともに学ぶことによっ
て、日本人学生が英語力を上げたり外に
出たくなることをもちろん応援しますが、
欧米型の大学との競争は現実的には難し
いと思っています。少子化による定員割
れについては、教育の質を保てるのかと
いう懸念はありますが、いまのところ危
機感は高くありません。一方で、一貫校
からの進学と外からの進学の割合をどう
するかという課題は感じています。
中空　ゆとり教育によって大学の競争力
は落ちた面があると思いますが、企業と
タイアップして特許を取り、技術をフッ
クに世界の目を向けさせることができる
のではないでしょうか。資金調達につい
ては、税金をもらえば制約もついてきま
す。それ以外の部分でどれだけチャレン
ジできるかが重要。大学の資産を担保し
て活用することもできるでしょう。大学
に強い競争力があれば、人口減は問題に
ならないと思います。競争力の強い大学
なら、自然に留学生も集まるはずです。
藤井　encouragingな座談会になりま
した。今回
の議論を踏
まえて、持
続可能な経
営モデルを
作っていき
ます。
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１
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２
号
参
照

佐藤克文大気海洋研究所
海洋生命科学部門　教授

岩手県大槌町にある大気海洋研究所・大槌沿岸センターを舞台に、社会科学研究所とタッグを組んで行う地域連携プ
ロジェクト――海をベースにしたローカルアイデンティティの再構築を通じ、地域の希望となる人材の育成を目指す文理融
合型の取組み――です。研究機関であると同時に地域社会の一員としての役割を果たすべく、活動を展開しています。

未来に繋がる希望

第29回海と希望の学校ー震災復興の先へー

制作：大気海洋研究所広報戦略室（内線：66430）

　2005年8月1日早朝、私たちは大槌湾
を見下ろす展望台で、一心不乱に八木ア
ンテナを振っていた。数日前に湾内に放
流したアカウミガメから装置が切り離さ
れる予定時刻が迫り、装置からの電波を
緊張しつつ待っていたその時、大学院生
の携帯電話に妻から着信が入った。当時
私は携帯電話を持っていなかったので、
緊急の連絡は学生の携帯にかかってくる
のだ。学生曰く「奥さんのママ友のおじ
いちゃんが朝湾内で漁をしていたら変な
赤い装置が浮かんでいて、東大の名前が
書いてあったから、たぶん先生の仕業だ
ろうと思って拾ってきたそうです。ブツ
は今日幼稚園で奥さんに引き渡されると
のことです」。かくして、世界初のアカ
ウミガメ亜成体の採餌海域における行動
データは、鵜住居幼稚園を経由して無事
研究者の手元に届いたのであった。
　2004年に家族と共に釜石市に移り住
んだ後、私は公私共にどっぷりと地元に
浸かった。例えば、幼稚園の運動会で息
子をビデオカメラで狙っていると、目の
前で若いお母さん二人がなにやら話して
いる。

「ねえ、ちょっとあの男の子見て。腰に
変な機械がついている」
「あれはバイオロギングよ」
先月幼稚園で行った講演の成果を目の当
たりにし私は大満足。息子と娘に定期的
に加速度ロガーを付けて、ハイハイから
たどたどしく歩く様子、そして徒競走で
走る時のデータを取ってきたが、小学校
高学年から装着を拒絶される様になった。
研究室のHDに入れてあったそのデータ
は残念ながら2011年の津波で失われて
しまった。津波を機に、職場は千葉県柏
市に移ったが、毎年夏には大学院生と
ともに大槌町にこもった。約20年間で、
国内外から来た計40人のポスドクと大
学院生が、大槌周辺海域でウミガメ・
オオミズナギドリ・マンボウ・シロザ
ケの調査に勤しんできた。
　海と希望の学校は、大学から地元へ
働きかけるアウトリーチ的要素が強い
活動だ。一方で、私たちもまた大きく
影響を受けている。大槌とは縁もゆか
りも無かった若者が、多感な20代の夏
を大槌周辺海域で2年から5年以上も過
ごすのだ。特に、学位を取得する程深
く現地と関わった者ほど、三陸への思
い入れは強いようで、調査だけでなく
プライベート旅行でもしばしばやって
来る。ウミガメ調査を立ち上げた楢崎

友子さんや、津波直後にヒッチハイクで
盛岡までたどりつき東大本部に教職員学
生が無事であるという第一報を入れた青
木かがりさんは、いずれも大学の先生に
なった。今でも共同利用研究制度を利用
して、子連れで大槌にやって来る。やが
て大学生を連れて来るに違いない。私自
身も大きく変わった。世の中の IT化に
抗う昔気質のスタイルを悔い改め、クラ
ウド上に全てのデータをバックアップす
るようになった。当然スマホも最新モデ
ルを所持している。さらには、誰でも使
えるデータベースを構築し、バイオロギ
ングデータのオープン化を進めている。
私にとって、人とデータこそ未来に繋が
る希望なのである。
https://www.bip-earth.com

「海と希望の学校」公式X（@umitokibo）

腰に加速度ロガーをつけられた少年

装置からの信号を待つ楢崎友子さん

マンボウと戯れる少女（特に本文中には出
てきませんが……）
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第20回

Girolomoni cafe di ape の巻＠白金キャンパス

　11月に白金キャンパスの近代医科学記念館内にリ
ニューアルオープンしたオーガニックカフェ「ジロロ
モーニ カフェ ディ アーペ」。駒場リサーチキャンパ
スにある「アーペ クチーナ ナチュラーレ」の姉妹店で、
有機野菜や天然魚介などの厳選食材を使った島田伸幸
シェフの料理を味わうことができます。
　メインメニューは2種
類のソースから選べる日
替わりパスタ（単品￥
600）と有機野菜サラダ
（単品￥600）。パスタは
店名にもなっている、イ
タリアオーガニック農業
の先駆者ジーノ・ジロロ
モーニ氏の有機ブランドを使っています。パスタソー
スには新鮮なブリ、ハーブを含む植物性飼料で育てた
「ハーブ豚」やシラスとネギのオリーブオイルソース
など、その時々の旬の食材が登場します。有機栽培の
野菜をたっぷり食べられるサラダは、グリーンリーフ
と4種類の惣菜、そして自家製のドレッシングが付い
たもの。パスタとサラダのお得なセットは￥1,000。
一番人気は、これにコーヒーやルイボスティーなどの
飲み物が付いたドリンクセット（￥1,300）です。 店
で提供されている水はハーブやフルーツが入った「デ
トックスウォーター」。お代わり自由です。他にも国
産の有機小麦で作ったフォッカッチャ（￥100）や焼
き菓子（￥300）なども店頭で購入できます。
　今後はピザやカレーなどメニューを増やしていく予
定で、ゆくゆくはワインなども提供できるようにした
いと話す店長の田辺幸子さん。天気が良い日にはぜひ
テラス席で木々を見ながら、身体が喜ぶご飯を食べて
欲しいと言います。「今後第一線で活躍するであろう
学生さんに食べていただき、身体も心も健康になって
もらえたらと思っています」

こだわりのオーガニックランチ

http://www.ciaobella.jp/ape/

構内ショップの旅
ぶらり

店長の田辺幸子さん

デジタル万華鏡鏡
東大の多様な「学術資産」を再確認しよう

小島裕美子附属図書館情報サービス課
情報サービスチーム調査支援担当

第38回

　関東大震災によりほぼすべての蔵書を焼失し、建物
ごと灰燼に帰した東京帝国大学附属図書館。その後の
復興運動により国内外から数多くのご支援を受け、再
興されたのが、現在の総合図書館です。
　当時寄贈された資料の中でも「南

なん

葵
き

文庫」は、質・
量ともに今なお総合図書館の根幹を成すコレクション
の一つです。1階の記念室には徳川慶喜による同文庫
の扁額が飾られており、その名がよく知られています。
　南葵文庫は、紀州の「南紀」と徳川家家紋の「葵」
をかけて命名された私設図書館でした。運営していた
のは、紀州徳川家の当主であった徳川頼

より

倫
みち

。頼倫は震
災発生のわずか1ヵ月後に図書館復興のための寄贈を
決定します。紀州徳川家伝来の2万冊を中心に、その
後収集された資料をあわせた国内でも類を見ない貴重
な資料群から、約96,000点が翌年7月に寄贈されまし
た。
　現在総合図書館では資料の電子化を進めており、南
葵文庫も貴重図書を中心にデジタルアーカイブで閲覧
することができます。鎌倉殿に関連して『吾妻鏡』、
根強い人気の『信長記』、藤原道長なら『栄花物語』
というように、ご自宅で年末年始に見ていただくのも
一興。場所や時間を問わず貴重な資料を閲覧できるの
も、元を正せば頼倫の英断によるものです。
　さて扁額といえば、もう一つ。地下の貴重図書閲覧
室に飾られている「青洲文庫」の扁額はご存じでしょ
うか。初代内閣総理大臣の伊藤博文が揮毫したもので、
復興のため同文庫を購入した際、扁額が寄贈されまし
た。青洲文庫も『源氏物語』写本を筆頭にデジタル画
像を公開しています。こちらも是非ご覧ください。
　様々な想いが込められた資料を受け継ぎ、守り、供
し、未来へ、世界へつなぐため、図書館は進化し続け
ます。これまでも、これからも。

図書館復興と寄贈資料

『栄花物語』第１巻

https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/nanki/page/home
https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/seishu/page/home

日替わりパ
スタと有機
サラダのセ
ット。営業
日はインス
タグラムの
ストーリー
で配信して
います

※価格は税込み
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前田美貴子

暑気払いでのお気に入りの写真です

得意ワザ：健康で寝つきが早い
自分の性格：心配性ですが、すぐに忘れます
次回執筆者のご指名：大久保早織さん
次回執筆者との関係：前職でお世話になった同僚です
次回執筆者の紹介：周りを笑顔にしてくれる素敵な方

第211回

地震研究所
財務チーム（契約担当）

緑とグランドに囲まれた職場で
　弥生キャン
パスの農学部
グランドを越
えた先にある
地震研究所1
号館で今年の
4月より勤務
しています。
こちらの建物
は大地震の中
でも防災拠点
として情報を
発信できる安
全な免震構造
となっています。

　私の担当部署では、地震・火山に関する研究機器の
調達や調査契約、支払業務などを行っています。海洋
調査は天候によって金額が大きく変るため、ハラハラ
することもありますが、チームの方々や教員の方々に
支えられながら楽しく勤務しています。
　地震研究所は事務と教員との距離が近く、中でも８
月に行われた暑気払いは盛大で、教員・学生・事務だ
けでなく、卒業生・OBなど200名を超える方の参加
がありました。ケータリングの他、所内の方が腕を振
るった美味しい料理を堪能しながら、様々な方と親睦
を深められる貴重な場となりました。

貴重な波形と一緒に

隕石ノ冩眞

蔵出し！
文
ぶ ん し ょ か ん
書館

　今回の蔵出し資料は、「明治四十二年七月二十四日
岐阜縣武儀山縣二郡ニ落下セシ隕石ノ冩眞 其一」と
書かれた隕石の写真です。

　今から114年前の1909（明治42）年7月24日午前5
時44分頃、岐阜県美濃市を中心とする広い地域に隕
石が降り注ぎました。この隕石は 後に美濃隕石と呼
ばれ、これまでに29個確認されています。当時の新
聞によると、隕石が落下した地域では火山が破裂した
ような爆音が響き、また揺れが長く続いたため地震か
と屋外に飛び出した人々によって、たらい程の大きさ
の怪光が尾を引き飛んでいくところが目撃されました。
20km離れた大垣でも、大砲や雷が鳴ったような音を
聞いていた人物がいました。大垣出身で、農科大学地
質学・土壌学講座（現在の土壌圏科学研究室）助教授
脇水鉄五郎（1867-1942）です。たまたま現場近くに
居た脇水は、翌日の新聞で音の正体が隕石によるもの
だったと分かると、その日のうちに現場へ行き数個の
隕石を採取しました。
　改めて蔵出し資料を見てみましょう。隕石名が明記
され、下にはスケールが貼ってある台紙付写真は、大
判のアルバム（F0227/SF01/0001）に挟みこまれて
います。アルバムには写真の隕石（6個、8カット）
を含め計23個の美濃隕石と、隕石名が記されていな
い 4カット（1個の隕石を4方向から撮ったものか）、
そして調査風景（ただし、いつの調査か不明）の写真
が収められています。2年後に脇水が著した『美濃隕
石：附・日本隕石略説』には、日本でそれまでに確認
されていた隕石24個に対し、それを一挙に上回る25
個を確認した美濃隕石降下について、「日本隕石史に
取りては未曾有の大事件たりしなり」と記しています。
　100年以上前の隕石の写真。未曾有の大事件にたま
たま遭遇した研究者の 「ワクワク」が伝わってきませ
んか。　　　　　　　　　　　（主事員：村上こずえ）

第47回

The University
of Tokyo 
Archives

収蔵する貴重な学内資料から
140年を超える東大の歴史の一部をご紹介

参考：『東京日日新聞』（明治42年7月27日）、『読売新聞』（明治42年12月16日）



column corner no.1577 / 2023.12.21

9

　冬本番、日の入りが早くなり、帰宅する時間帯でも
星がキラキラと綺麗に見える季節になった。最近は、
研究室を出る頃に土星が真正面（西の空）に見えてい
るが、月が北寄りの方角や空高くに見えたり、オリオ
ン座や冬のダイヤモンドといった星の並びを見つけた
りすると、冬だなあと実感する。
　空を見るときは、自分の足元（の安全）を確認する
ようにしているが、私たちの足元の地球は、自転をし
ながら太陽の周りを回っていて、太陽も天の川銀河
（銀河系）の中を動いていて、その天の川銀河も、広
大な宇宙の中を動いている。宇宙規模で考えた時、自
分はどちらの方向に動いているのだろうか。そう考え
ると、平衡感覚を失ってクラクラするような感覚が生
まれる。一方で、広い宇宙の中に地球があり、そこに
自分が存在しているということを認識し、広い意味で
の自分の立ち位置がわかってくる様な気もする。
　全体を広く捉えるという視点（神様視点とも言える
のだろうか？）と、自分という視点を行き来すること
は、実はとても難しいことなのではないだろうか。例
えば、地球環境が変化していることは理解できても、
それを自分事として捉えられているのか？と言い換え
ると、少なくとも私自身は難しいなと感じている。
　複雑かつ予測困難な時代において、私たちは様々な
社会課題や地球規模の課題に直面している。その課題
には唯一解はなく、最適解を探し出すことが必要であ
り、多様な状況において、多様な立場の人たち同士で
合意形成していくことが求められている。その際、自
分事としての視点、多様な人々の視点、社会全体とし
て広く捉える視点を往還することが重要になると考え
られる。複雑な社会の中、たまには自然の中に身を置
き、宇宙の中の自分を見つめ、自分の足元と位置付け

をゆっくり考
える時間を持
ちたいと思う
今日この頃で
ある。

第196回

川越至桜生産技術研究所／情報学環 准教授
科学技術コミュニケーション部門

宇宙と地球と社会と私 「MeからWeへ」がミライをつくる

科学技術インタープリター養成プログラム

高橋麻子社会連携本部渉外部門
副部門長

寄付でつくる東大の未来

第50回

　寄付月間の初日12月1日に、駒場Ⅱキャンパス食堂
コマニにて「教えて、渋澤さん！お金はミライをどう
変えるの？UTokyo Future TV寄付月間スペシャル」
をハイブリッド開催しました。ナビゲーターの渋澤健
さんと東大生2名がズバリ「お金」について、会場や
視聴参加者も交えてディスカッションをしました。そ
の対話のなかから、印象に残ったことをご紹介します。
まず渋澤さんから「いま日本の各家庭に眠るタンス貯
金ってどれだけあると思う？」との問いに対し東大生
2人とも「たくさん？かな」とイメージがつかないよ
うでした。渋澤さんが「正解はなんと、30～50兆円
です！」と言ったときには会場もざわつきました。す
ごい金額ですね。日本は状況が悪くなっている、お金
がない、と言いながら、実は世界で最もお金を持つ国
だそうです。ただし問題はそのお金がタンスで眠って
しまっている、つまり全く使われていないことです。
なぜならシニア世代などが「心配で」「安心するため
に」持っているから。でもいくら持っても不安は解消
しません。
　渋澤さんは、高祖父である渋沢栄一の『論語と算盤』
の一節「よく集めよく散ぜよ」の必要性を語ります。
散ずるとは散財することではなく、社会にお金を回し
還元すること。お金には「使う（買う）」「貯める」「寄
付する」「投資する」の4つの使い方があります。「使う」
と「貯める」は「自分（Me）」に対してお金を使うこ
とですが、「寄付」や「投資」はＭがひっくり返って
Ｗ（We）になるお金の流れです（ここで東大生2人
からなるほど～の声が）。寄付や投資は敬遠する人も
いますが、応援する気持ちや感謝が集まったものであ
り、ちょっとだけ「自分だけからWeへ」と視野を広
げることで身近なものになると言います。東大生2人
は対話の終わりに「もっと寄付しようと思った」「投
資は怖いイメージだったけどやってみたい」との感想
を述べていました。
　少しずつ「MeからWeへ」が広がることで、善意の
お金が社会に回りミライはきっと良くなっていくはず。
2024年はあなたも「MeからWe」を始めてみませんか？

東京大学基金事務局（本部渉外課）

左から渋澤健さん、
川崎莉音さん（法学
部4年）、竹内誠一さ
ん（農学部・運動会
総務部・洋弓部 4年）

動画が視聴
できます→

今年2月駒場II
リサーチキャン
パス西門からの
空。このときは
月と木星が見え
ている
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全学ホームページの「UTokyo FOCUS」（Features, Articles）に掲載された情報の一覧と、そのいくつかをCLOSE UPとして紹介します。トピックス
掲載日 担当部署・部局 タイトル（一部省略している場合があります）

11月13日 史料編纂所 宮崎県都城市との連携により大型絵図のデジタルアーカイブを構築

11月14日 本部社会連携推進課 令和5年度「東京大学稷門賞」授賞式を挙行

11月14日～
12月5日

広報室
炭素の放射性同位体で狛犬の年代を推定＝横山祐典｜受刑者の更生につながる子犬の育成プログ
ラム＝加藤淳子｜狂犬病が日本に侵入するリスクを評価＝杉浦勝明｜平安古典の犬と猫̶̶「心
なき」もの、「心ある」もの＝永井久美子　／『淡青』47号「犬にまつわる東大の研究(5)-(8)」

11月15日 本部渉外課 合成生物学の国際大会iGEMで東大チームがGold Medalを受賞

11月15日
新領域創成科学研究科、物性研究
所、大気海洋研究所

第14回「未来をのぞこう」を開催

11月16日 本部環境安全課 令和5年度　本部防災訓練を実施

11月16日 本部協創課、本部社会連携推進課 AI Forum 2023 開催報告「AI Synergy：Science and Society」

11月16日 本部人事企画課 「令和5年度東京大学卓越研究員」23名決定

11月17日 本部学生支援課 柔道部岡本選手が全日本ブラジリアン柔術選手権にて優勝！

11月17日 広報室 囲碁・音楽と AI――個性と即興性を考える異分野間対話【特集 AIと人間社会 Vol.2】

11月20日 本部渉外課 「プレイフル社会の理論構築と社会実装プロジェクト基金」へ寄付募集を開始

11月21日 大学総合教育研究センター 公開講座などを配信する「東大TV」YouTube登録者数11万人達成

11月21日 本部渉外課 「動物言語学プロジェクト」寄付募集を開始 

11月22日 総合文化研究科・教養学部 超域文化科学専攻の津田浩司教授が地域研究コンソーシアム賞研究作品賞受賞

11月24日 本部広報課 「赤浜の東大」が50歳に　大槌沿岸センターが開設50周年記念式典を開催

11月27日 本部協創課 東京大学、127量子ビットのプロセッサーの導入を完了

11月29日 医学系研究科・医学部 世界保健機関 職場のメンタルヘルス対策ガイドライン日本語版のご紹介

11月30日 本部環境安全課 令和5年度 総長安全衛生パトロールを実施

11月30日 教育学研究科・教育学部 大学院教育学研究科・教育学部留学生修学旅行を開催

12月1日 宇宙線研究所 イタリアとハイパーカミオカンデ実験についての覚書を締結

12月5日 本部広報課 「海と希望の学園祭 in Kamaishi」を開催　海だ！にょろりだ！釜石だっ！

12月5日 相談支援研究開発センター シンポジウム「VUCAの時代に対応した学生相談のあり方について」を開催

12月6日 本部社会連携推進課 東京大学と日本放送協会との包括連携協定締結について

12月6日 教育学研究科・教育学部 令和5年度教職課程・学芸員等実習報告会を開催

12月7日 未来ビジョン研究センター Financing natureの発表について

　今号の表紙は、小石川植
物園で久々に開花したショ

クダイオオコンニャクです。インドネシア・スマ
トラ島原産の、世界で最も大きな「花」の一つと
されるサトイモ科の絶滅危惧種で、腐った肉のよ
うな悪臭を放つことでも知られます。前回の開花
は2010年7月（このときは19年ぶり）。テレビで
紹介されたこともあって非常に多くのお客さんが
来園し、当時の現場を知る職員の多くが本当に大
変だったと口を揃えて振り返ります。そのお一人
が、現在植物園アドバイザーを務めるファンドレ
イザーの下田浩美さん。当時渉外担当だった下田

表紙について さんは自らモデルとなって「花」のサイズ感を示
す役割を果たし、当時の邑田仁園長が撮った一葉
は『学内広報』1401号（2010.7.26）表紙に使わ
れました（大日本図書の小学校理科の教科書にも
登場）。13年前の服があるということで再び登場
をお願いしたところ「恥ずかしいけど植物園のた
めになるなら」とご快諾。前回の全長156cmを
超えて213.5cmに成長した「花」の前で、再びモ
デルを務めました（撮影も再び邑田先生！）。
2008年から続く東大基金「Life in Green 

Project」は現在第3期。牧野富太郎らが残した植
物標本を次代に受け継ぐための活動にご支援を！

for communication across the UT

No.14012010.7.26

特集：■ Life in Green Project ってなに？
　　　■東京大学学生支援事業・第３回学生企画
　　　　コンテスト表彰式及び懇談会
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　東京大学コミュニケーションセンター（UTCC）
は明治43年に「図書館製本所」として建設され、
関東大震災の被災も免れた本郷キャンパス内で
最古の建物です。今も建物の奥に残る古い煉瓦
造りをイメージし、鹿革に漆で模様をつける手

法である革工芸の「印伝」で作ら
れたお財布、名刺入れ、ペンケースなどを販売
しています。100年以上前の建物に思いを馳せ
ながら身の回りの小物を新調して心新たに新年
を迎えませんか。運気UPも期待できるかも？印傳煉瓦柄名刺入れ（赤）

¥9,350（税込／化粧箱入り）

その他の商
品 ¥2,750～
8,800

　令和5年度「東京大学稷門賞」の受賞者が、
「松岡 正樹様」「児玉 亨様」「小林 達夫様」「古
賀 信介様」「周 順圭様」「キッコーマン株式会
社様」「日本郵便株式会社様」「ダイキン工業
株式会社様」「三井不動産株式会社様」に決
定し、授賞式が10月24日に伊藤国際学術研
究センター伊藤謝恩ホールにおいて挙行され
ました。
　本表彰は、私財の寄附、ボランティア活動

　10月8日～9日に兵庫県のグリーンアリー
ナ神戸で行われた第24回全日本ブラジリア
ン柔術選手権のアダルト紫帯ライト級にて、
本学運動会柔道部4年の岡本雄揮選手が優勝
を果たしました。トーナメント方式で行われ
る国内最高峰のブラジリアン柔術の大会です。
　アダルト紫帯ライト級に出場した岡本選手
は順調に駒を進め、準決勝へと進出。序盤で
スイープによる2ポイントをリードしました

　10月28日、女子中高生の理系進路選択を
支援するイベント「未来をのぞこう！」を現
地およびオンラインにて開催しました。4年
ぶりの現地開催となり、女子中高生、保護者、
学校関係者などおよそ90名が参加しました。
　新領域創成科学研究科の徳永朋祥研究科長
による開会挨拶の後、同研究科の富田野乃准
教授の司会進行のもと、大学院生3名のパネ
ルトークが行われました。新領域創成科学研
究科の右橋雅子さん（修士2年）、物性研究
所の松本遥さん（修士2年）、大気海洋研究

及び援助等により本学の活動の発展に大きく
貢献した個人、法人又は団体に対し授与する
もので、平成14年度より毎年度行っています。
　授賞式では、選考経過の報告、各受賞代表
者への表彰状の贈呈があり、その後、総長の
挨拶、受賞者からの挨拶が行われました。ま
た、授賞式に引き続き、レセプションが行わ
れ、受賞者及び受賞関係者と本学関係者との
懇談が和やかな雰囲気の中で行われました。

が、中盤で腕十字固めを狙うもスイープされ、
ポイントは同点、ペナルティー1つ分負けて
いる展開に。しかし、制限時間ギリギリでパ
スガードの効果が認められてポイントが入り、
みごと逆転勝利を果たしました。迎えた決勝
戦は、岡本選手が圧倒的強さを見せつける試
合展開に。序盤のテイクダウンを皮切りに
次々と得点を重ね、最終的には12対0で相手
に圧勝し、優勝を勝ち取りました。

所の三木志緒乃さん（博士1年）が登壇した
パネルトークでは、研究テーマ、理系進学を
決めたきっかけ、大学での生活の様子、研究
の楽しさや大変さ、これからの目標、就職先
などが紹介されました。Q＆Aでは、「理系へ
進学したきっかけ」「理系を選んだ理由」「理
系へ進んで大変だと思うこと」など参加者か
ら寄せられた質問にパネラーが回答しました。
　参加者からは、理系進学を前向きに考える
感想が数多く寄せられ、イベントは盛況のう
ちに終了しました。

令和5年度「東京大学稷門賞」授賞式を挙行

柔道部岡本選手が全日本ブラジリアン柔術選手権で優勝！

第14 回「未来をのぞこう」を開催

CLOSE UP

CLOSE UP

CLOSE UP

（本部社会連携推進課）

（本部学生
支援課）

（新領域創成科学研究科、
物性研究所、大気海洋研究所）

授賞式の後、総長ほかの本学関係者と受賞
者の皆さんの記念撮影が行われました

パネルディスカッションの様子。本企画は
キオクシアホールディングス株式会社のご
支援、男女共同参画室 「女子中高生の理系
進路選択支援」事業、国立大学協会フェス
タ2023の協賛をいただいて実施しました

決勝戦で相手選手を圧倒した岡本選手（黒
道着）

UTCCからのお知らせ
utcc.u-tokyo.ac.jp

新年の彩りを赤色煉瓦で新調しませんか？

　教育学研究科・教育学部では、11月22日
に恒例の留学生修学旅行を実施しました。本
研究科・学部に在籍する外国人留学生、引率
の教職員の計30名が参加しました。今年度
は東京都（日帰りバス旅行）にてサントリー
〈天然水のビール工場〉にて工場見学をし、
その後昼食をはさんで藍染工房・壺草苑にて

藍染体験を行いました。コロナ禍で2020～
2022年度まで中止となっていた修学旅行で
したが、2023年度より再開となり、ほとん
どの学生が初参加でした。普段触れる機会の
少ない日本の文化を満喫すると共に、学生同
士、教職員とも親交を深めることができ、有
意義な留学生修学旅行となりました。

2019年度以来となる留学生修学旅行を実施CLOSE UP （教育学研究科・教育学部）

藍染工房の方々との記念撮影
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第1162回

選抜はするけれど
　学振や科研費などの採択発表の時期になる
と、SNSでは「採択された」という情報で溢
れ、あたかも、ほとんど全ての人が採択され
ているようです。わざわざ不採択を宣言する
人は少ないし、各SNSの表示のアルゴリズム
にも依存しているので、正確な状況を表して
いないことを重々承知していても、やはり、
目に入ってくる情報には惑わされます。実際、
科研費はともかく、学振の場合、採択されな
かったことを、もう挽回できない失敗と捉え
てしまう若い人が少なからず見受けられます。
そういう人たちには、「不採択」情報がある
と良いかもしれません。
　そうすると私はお役に立てます。学振には
複数回応募しましたが、採択されたことはな
く面接に呼ばれたこともありません。しかし、
その後30年近く研究の道でなんとかやって
こられました。私の申請書はひどいもので、
とても人に見せられるものではありませんで
した。しかし、そこから、自分の研究内容や
構想をどう表現し人に伝えるかについては、
何年もかけて学びました。将来が定まってい
ない若い人に余裕を持てと言っても、無理な

話ですが、ある時点の評価よりもその後の人
生のほうが長く重いことも、伝えなければな
らないことと思っています。
　現在の大学院生には、学振以外にも、いろ
いろな経済支援がありますが、その分、早い
段階で、採択・不採択の評価を受ける機会も
増えています。枠が決まっている以上、選抜
は避けられません。私もそのうち一つのコー
ディネータをしているので、言いにくいとこ
ろもありますが、選抜の結果は研究者として
の将来を保証しているわけでも、否定してい
るわけでもありません。金銭的援助の有無は
決定的に重要ですが、それと自身の能力を直
接結びつけるような先入観を持って欲しくは
ありません。優秀な研究者を育てるには、優
秀な人たちだけを相手にすれば良いというも
のでなく、多くの普通の人を（画一的という
意味でなく）丁寧に育てるしかないと、私は
思うのです。

齊藤宣一
（数理科学研究科）
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